もと どり 

なまめかしい 風 もな く 髻 を 堅く 結んで 切 下げに して 

いた。 年頃 は 三十 を 半ば ほどと は 考えさせ るが、 つく 

き：：：' よう 

ろ わね ど、 この 美貌 ゆえ 若く も 見える のか も 知れない。 

といって、 その実 は老 させて 見せて いるか も 知れない。 

とうろう 

ほんのりと、 庭の 燈 籠と、 室内に も わざと 遠くにば か 

ひと も 

り 灯させた のが、 憎い 風情であった。 

「お 鯉さん です」 

そうで あろうと は 思 つ ていたが 

はくせん 

切 髪の 女 は 小さい 白扇 を しずかに 畳んで 胸に 差した 

—— 地味な 色 合 —— 帯 も 水色 を ふくんだ 鼠色で、 しょ 

い あげの 色彩 も 目立たない。 白い 扇の、 帯に かくれた 



一 世お 鯉 —— それ は 桂さん のお 鯉さん と 呼ばれた。 

一 一世お 鯉 —— それ も 姐さん の 果報に 負けず 西 園 寺さん 

てるおう み 

のお 鯉さん と 呼ばれた。 照 近 江のお 鯉と いう 名 は、 時 

おも^ , も P め で -こ ご-やつ 

の 宰相の 寵姫 となる 芽出度き、 出世 登竜門の 護符の 

ように あがめられた。 登リ 鯉と か、 出世の 滝登りと か、 

そろ 

勢いの いいため しに 引く 名で は あるが、 二 代 揃っての 

わざ めざ ま 

晴れ 業 は、 新橋に 名妓 は 多くと も、 かってな き 目覚し 

いこと とされた。 

照 近 江のお 鯉 —— あの、 華やかに、 明るく、 物思い 

も なげな 美しかった 女が、 あの 切 髪 姿の、 しおら しい 

女人 かと 思いめ ぐらす ときに、 あまりに 違った 有様に、 



てす：：.' いき 

階に 手摺の ある、 下にち よいと 垣 を 結うた 粋な 妾宅が 

あった。 裏へ 抜ければ、 じきに 吉川 町へ 出て、 若松 家 

という 古い 看板の 芸妓 家へ と ゆく ことが 出来る ように 

なって いた。 妾宅の あるじ は 若松 家の 初代 小 糸と いつ 

ひと 

た 女で、 お 丸さん という 名であった。 その 時分 若 松屋 

に は 三代 目の 小 糸と いう 雛妓 も、 お 丸と いう 二 代 目 も 

き ね や 

出て いた。 —— (そのお 丸さん はい ま、 稀音屋 六四郎 

の 細君に なって いる) 妾宅の 方のお 丸さん は、 すらり 

とした 人で、 黒ち りめんの 羽織の よく 似合う、 そんな 

日で も、 別にめ かしても いなかつ たが、 人好きの する 

美人で、 足 尾の 古河 巿兵衛 氏の 囲い ものだった。 その 



二階に 招 ばれて、 わたし は 綺麗な 女た ち を 面う つりす 

る ほど 多く 眺めた。 

その 行列の、 美しい 御殿女中 のなかに、 照 近 江のお 

鯉 も 交って いたの か、 ほどなく、 わたし は 一枚の 彩色 

麗しい 姿絵 を 手に した。 桜の もとに 短冊 を もっている 

たて や べっこう はな 一 J うが い 

高島田の、 総 縫の 振袖に 竪 矢の 字、 鼈甲の 花 笄も艷 

ひらう ち 

ならば、 平 打の 差し かた も、 はこせ この 胸の ふくらみ 

ひ じゅばん ほれぼれ 

も、 緋ぢ りめんの 襦袢の 袖の こぼれ も、 惚々 とする 姿 

で、 立って いるの だった。 

それ以来、 わたしの 心のお ぼえ 帳に は、 美しき 女お 

鯉の 名が 消されぬ ものと して 残った。 



だろうと 思った と 言った というが、 お 鯉 もまた 二、 三 

年す ると、 そこの、 長火鉢の 前の 座布団の 主として 辛 

抱す る ことが 出来なかった。 恋女房であろう とも、 家 

の 者と なれば あしらい も 違う、 まして 人気商売と いう 

ことによって、 いかな 口実 もつ くられる。 その上に 

.S いし よ 

内所 は 苦しい、 お 鯉のお 宝 は 減る ばかりだった。 そこ 

で 見て 見ぬ ふり もなら ぬと なった の は、 養われな けれ 

ばなら ない という 二人の 老母の、 ひそひそ 話の 結果で 

あった。 

うと あざけ リ 

去る もの は 疎し —— 別離 は 涙 か、 嘲罵 か、 お 鯉 は 

むかし のち たちばな や 

昔日よりも 再勤の 後の方が 名が 高くな つた。 羽 左衛門 



のお 鯉さん、 桂さん のお 鯉さん とよ ばれる 一代の 

ち よ うぎ 

寵妓 となった。 先夫が 人気の 頂上に あった 羽左衛 門で 

ある こと も、 後の 旦那が 総理大臣 陸軍 大将で ある こと 

も、 渦巻の 模様の 中心と なった 流行 ッ 児の 俳優 —— 二 

コ ポ ン 宰相 の 名 を 呼ばれ、 空前と せられた 日露戦争 中 

の 大立物 —— お 鯉の 名 はい やが 上に 喧伝され た。 

い ま 

「どうして どうして 現今のお はるさん (羽 左衛 門の 細 

君の 名) は 働き ものです。 それ は 自分の 持って来 たも 

の は ある けれど、 どうしても 養母さん が 強 かりして い 

るから、 なくなさせ やしません。 あの 細君が 来てから、 



不義理 は みんな かえした のです」 

羽左衛 門が 年少で、 技芸 も 未熟で あり、 給料 も 薄く、 

そして 家に は 先代 以来の 借財が 多かった 時分に、 身の 

皮まで 雜 いて 尽 したの が 洗い髪の おつまで ある。 まま 

にならぬ 世 を 果敢なんだ 末に、 十八の 若旦那 巿村 は、 

身まで 投げた ほどだった。 おつま は その 心に ほ だされ 

て、 ありと ある 事 を仕尽 したが、 結局 はお 鯉が 嫁入り 

t 力し 

する ようになった。 もう そのころ 羽 左 衛門は 昔日の 若 

造で もなければ、 負債が あると はいえ、 ひっぱ リ砜の 

青年 俳優であった。 また その 次の 細君の 時代 は、 羽 左 

衛 門の 一 生に、 一 番覇を 伸し かけた 上り口からで、 好 



妹 ともよんで よい 年頃の 女に 母と 呼ばれて、 お 鯉 は ど 

い つか ど 

んな 気がした であろう。 その 女 を ともかく 一角の 令嬢 

てもと 

仕 立に する までお 鯉の 手許に おいた、 そして 嫁入り を 

ち ろち ろ 

させて 安心した といった。 しかし やがて 五 万円 は 諸々 

たやす 

の 人の 手に よって 手 易く 失われて しまった。 

「お 妾の する 仕方 じ やない」 

いき 

それら を 考える ときに、 その 言葉が 生て くる。 

そのころ のお 鯉の 生活の 逼迫が、 お^さんの 口から、 

ちらりと 洩らされた ことがある。 

「金に あかして こしらえ たもの も、 こうやって 一 一束 三 



ちまた さかん 

大正 九 年 も 終る 暮の巷 を、 夕 ぐれ 時に 銀座の、 盛 

な 人 渦の 中 を、 泳ぐ というより 漂って わたし はいった。 

クリスマス 前の 銀座 は、 デコレ ー シ ヨンの 競いで、 

ひ め ま せんたん 

ことに 灯と もし 時の 眩ぐ るし さは、 流行の 尖端 を 心が 

けぬ もの は 立 入るべからず とで もい う ほど、 すさまじ 

い 波が 響み うねって いる。 これが 大都会の 潮流な の だ 

ろうと、 しみじみと 思わせられながら わたし は ゆく I 

今年の 花時、 花が 散る とすぐ あとへ 押 寄せて きた、 

世界大戦 後の 大 不況の ドン 底の 年末 だと は、 銀座へ 来 



ま ぶ みいだ 

羞明 しい 輝きの 中に たって いる 自分 を 見出した。 そし 

て 前に は 美しい ショ— ルの 女の 五、 六 人が、 中 を 割つ 

て、 わたし を 通して 行きす ぎた。 すぐ また その後へ、 

すき 

キ チンと した 洋服の、 すこしも 透の ない 若 紳士の 群れ 

が 来る。 わたし はし どろ もどろ である。 乾いて 来た 洗 

そくはつ うるさ 

髪に ピ ンが ゆるんで、 束髪が くずれて くる 煩 さが、 

ち.！. こリ 

しゃつ きりして 歩かな くって はならない 四辺と、 あん 

まリ不 似合な のに 気がつく と、 とって 帰したい ように 

なった。 

三 丁目で、 こんな 店 も 銀座 通りに あるかと 思うよう 

まゆげ そ 

な、 ちょっとした 小店で、 眉毛 を 剃った おかみ さんが、 



くる 資生堂 (食堂) の 明るい 店内 を 見て いた。 白い 着 

物が 寸分の 絶 間な く 動く、 白い 皿が 光る、 ホ— クとス 

プ— ン とが きらめく、 熱い 飲料の 湯気が 暖かそう にた 

つ、 豊かそう に 人が 出たり はいった りする。 わたし も 

あそこへ 腰 を かけて、 疲れ を 癒して、 咽喉もう るお し 

たす 

て、 髪で も かきあげて 訪ねる ところへ ゆく としょう。 

じ.？ 

それに あすこで 聞けば 直に 分る であろうと、 そうしょ 

< つ とすると、 

「向う の 横へ 曲って、 そして 右へ いって ごらんなさい- 

たしか そんな 家が あった 気がする」 

あいまい 

親切に、 一 生 懸命 考えて くれて、 すこし 曖昧で は あ 



「随分 飲んだ わ、 なんとか いっち や 一 ぱい、 かんと か 

いっち や あ 一 ぱい •：：. 」 

「 …… あたしね、 一万 円 あれば 八 千円で 帯 を 買って、 

あとの 一 一千 円 は …… とかす る」 

ケン チャンが その 時 なかなか 面白い こと を 言った に 

きげん 

違いなかった。 みんな 元気に 機嫌よ く 笑った が、 聞き 

つけない ものに は、 何 をい つてい るの か、 あんまりな 

うわ ごえ 

上声で、 まるで わからなかった。 すると、 ナフ キン を 

たたんで いた 娘が、 

「ライオン は 多 田さん という 人が いるの よ、 そり や 面 

白い つてつ ちゃない の、 (よくって 多 田さん、 それじゃ 



これ 無代よ、 無代よ) つて みんなが 言う のよ」 

それが、 言う 人に は 非常に 興味 ありげ であった。 そ 

のとき 黒い 服 を、 ちゃんと 身に つけた 給仕 長ら しい 男 

が 迎えに 出た。 そして わたし は 二階に 導かれた。 

表二階の 食堂 を 通りぬ ける と、 間の 室 は 二階の 給仕 

娘の 控室で あるら しかった。 

裏 階段の あると ころで、 四、 五 人が 着物 を 着たり 身 

づ くろい をして いた。 わたし は 其処 も 通りぬ けて、 奥 

まった 別室へ 通された。 

すとう ぶ あつたか 

手 はこびの 暖炉が はこばれた、 温 いお 茶 も ある、 



新聞 も ある、 心地よ い 長椅子 も ある。 しかし 土曜の 午 

つるみ 

後 を 楽しんで 鶴 見へ 一 緒に ゆく 事に なって いるち いさ 

い 甥が、 学校で さぞ 待って いるで あろうと 思えば、 心 

のど へや 

閑 かにして いる 間が、 おしい 気がする のだった。 室の 

きんび よう 

隅に は 二枚折りの 金屛に 墨絵、 その 前に は 卓に 鉢植 

ぼ け つぼみ 

の 木瓜が 一、 二輪 淡 紅の 蕾 を やぶって いた。 純白な 

しょうじよ-つ ひ 

布の 上に おかれた、 小 花瓶の、 猖々 緋の 真紅の 色 を、 

見る ともなく 見詰めて いた。 

控間 では 一 時 騒めいて いたが、 

「貴女 もお 湯に いら つ しゃる」 

「ええ」 



クラブ ちくはくえん 

の 三月、 日本 橋 倶楽部で 催された 竹 柏 園の 大会の 余興 

おもいもの しまい 

に、 時の 総理大臣 侯爵 桂 大将の、 寵娘 の、 仕舞 を 見る 

こんば る 

事が 出来る の を、 人々 は 興 ありと した。 金 春 流の 名人、 

さくら まさじん 

桜 間左陣 翁が、 見込みの ある 弟子と して 骨 を 折って お 

しゅんじつ 

しえ ている という この 麗人が、 春 日 の 下に、 師 翁の 後 

見で 「熊 野」 を 舞う というの であった。 

「熊 野」 と は、 「熊 野」 と は —— その 意味の 深い ことよ。 

うつくしき 人 は、 白き 襟に、 松と 桜と、 濃淡 色彩よ 

き 裾模様の、 黒の 着附 けであった。 輝く ばかりの 面に、 

うら うらと 霞める さまの 眉つ き < 々は 魅し さられ 

た。 



して 姉さん をた すけてい や あしません。 姉さんの 犠牲 

しょうば ヽ， 

になって、 こうした 商業の 帳 附けゃ 監督に なん ぞな 

り はしません」 

と、 しんみりと 言った。 全く 彼女に はそう 思えた に 違 

いない。 秋 田で 育って 県の 女学校に はいり、 女医 を 志 

しょうば い 

望して いた 人に は、 あまりな 商業ち がいで ある。 

「全く この 妹に は 気の毒だった のです けれど —— この 

妹で もいて くれな くつち や、 —— この 家業 だ つ て、 ビ— 

ルか 葡萄酒で なくって は、 西洋のお 酒の 名 さえ 分らな 

いので はねえ」 

おも- バ 

お 鯉 は 眼 を ふせて 面 伏せそう に 笑った が、 



「わたしに しても よくよくだった のです。 姉さんが 気 

の 毒で とても 離れられなかった ので、 一緒に いろいろ 

心配 もし ましたが、 その 頃の こと はわた しも 知り ませ 

ん でした けれど、 あとで 聞いて 見る と、 姉 は、 自分の 

さしず 

事 は 自分です る、 他人の 差 図 やお 世話に はなり たくな 

いと 思って いたらし かった のです ね」 

う. S ず 

という 令妹の 言葉に 頷いて、 

「ええ、 そうな の。 そうで はない の、 あの方 だって、 

誰の 差 図 をう けろ のどう のと は 仰し やらな か つたし、 

もともと 遺産と いっても、 あの方が おなくなり になつ 

てから、 御 本邸の 方の 財産 をへ らして 分けて 頂く ので 



からです の。 だって 強情に もなります わ、 意地 も 悪く 

あ..' づ 

なります わ、 困らした らば 彼女 頭 を さげて くるだろう 

と、 弱い ものい じめ をな さるから、 わたし はどうして 

も 屈服す る ことが 出来 なくなって、 苦しい 意地 も 張る 

ようにな つたので す」 

「では、 その 財産 を どうしょうと 先方で はいった ので 

す？」 

「 利息 だ け で 暮ら せ 、 そ れを 毎月 貰 いに 来い というの 

です。 それに は 大変な 個条書きが 附 いていて、 それで 

承知なら ば 実印 を 押せと いうじゃありません か。 その 

個条書きったら、 ほんと に ばかばかし くって、 とても 



P ま 

千金の 壺 だとい つても、 その 真価 を 知らぬ ものに は 

しろもの 

三文に も あたいしない 代物と しか 見えない。 さすがの 

老侯も 物質 尊重のお 歴々 に は、 あがめ たてまつられて 

いる 御本尊で あるが、 お 鯉に とって は、 おせっかいな 

世話 やき 爺に 過ぎない。 世 外 どころ か、 おせっかい 

にも、 他家の 台所の 帳面まで 取りよ せて、 鼻つ まみ を 

される 道楽が あった。 天下の 台所の 世話 やき、 ぉ目附 

け は 結構で も、 老いて は 何と やらの 譬え、 ついに は 他 

人の 妾 の 台所まで 気にする ようになられ たものと 見 

え る 

さは あれ 引っ込み のっか なくなつ たの は、 実に 思い 



我 こそと 手ぐ すね を ひいて 出て 来たの だ。 自分で なけ 

ときつ 

れば、 ああ ひぞ つてし まった 女 を、 説附 ける 腕 はない 

と 信じて 現われた。 

喜 楽の 女将の t 一喝に あえば、 多くの 芸妓 は 縮み あ 

がって しまう 勢いが あった。 流行 妓 になる の も、 よい 

姐さん になる の も、 お披露目に 出た 時、 女将の 目に と 

まって、 具合よ く 引っぱり 廻され、 運の 綱 を 握る よう 

にしむ けて くれる からで ある。 で、 たいていな 妓は、 

喜 楽の 女将の 言う ことに 逆らわな か つ た。 けれども、 

おど 

そのお りのお 鯉 は、 とても そうした 威し では 駄目 だと 

炯眼な 女将 は 見て とった。 



ある 日 女将 は 輪 袈裟 を かけ、 手に 数珠 を かけて 訪ね 

て 来た。 切 髪と なって いたお 鯉 は、 越 前 永 平 寺 禅師と 

せんげ へ きもく せん 

なって、 つい 先の日 遷化され た 日 置 黙仙師 について 受 

戒し 参禅して いたが、 女将 も その 悟道の 友であった。 

ものものし くも、 いしく も 思いついた 姿で やって来た 

女 f は、 

「今日は 平日の あたし じゃあない。 この 姿 を 見て 下さ 

い。 この 袈裟の 手前と しても、 いざこざ なしに 話 をし 

ましょう」 

といった。 それに 答えた お 鯉 は、 

「本当に 女将さん よく その 姿で 来て 下さった。 それな 



ほ. » 

して 育って 来た もの を、 また 他の 者の 手へ 渡して は 子 

供が 可哀 そうだ からと、 すっかり あたしの 子に なさつ 

たの を、 誰に 教育 をた のもうと いうので しょう。 犯り 

に 外出 をいた さぬ 事と いうの も、 あんまり 人 を 人間で 

ないように 思って いるじゃありません か、 旦那の 在世 

のうち だって、 一々 本邸へ 電話 を かけて、 許し をう け 

なければ 一足 も 外へ 踏み だせなかった ので、 つい 面倒 

くさい から 芝居 ひとつ 見ない ようにな つ てた じゃあり 

ません か。 これから こそ、 気楽に して 暮 したいと 思う 

うる 

のに、 なんだかんだと 煩 さい 事 を 聞く の も、 それ もお 

金が あるから だと、 つくづく ほしく なくなつ ちゃった 



ないで あろう。 

お 鯉さん と はなし をして いるう ちに、 その 声に、 い 

ろい ろと 苦労 をした 人 だと 思わせられる 響き を 感じた _ 

美人と 境遇と 声音 —— これ もこの 後心附 けなければ い 

けない と 思った。 それから、 お 鯉さん に は、 わたしが 

気に かける 二 本の 横筋が 咽喉に あった。 ほんに この 筋 

の ある 美女で 苦労 を 語らない 人 はない。 

考える と 人生 はさび しい。 そしてむ やみに 果敢なく 

なる。 

—— 大正 十 年 一 月 —— 
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